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はちのへ掘り
－八戸市埋蔵文化財ニュース第 19 号－

day

「方人」と記された墨書土器　〜田
た

面
もの

木
き

遺跡〜

墨書土器が出土した竪穴住居跡のカマド（平安時代）。

　田面木遺跡で出土した「墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

」は、平安

時代とみられる竪穴住居跡のカマドから 4 点が

集中してみつかりました。そのすべてに「方人」

と記され、筆跡はどれもよく似ていて達筆です。

よその土地から訪れた人か、この集落に暮らし

ていた人かはわかりませんが、同一人物によっ

て記されたと推測されます。

　「方人」が示す意味は不明ですが、カマドか

ら集中して出土したことから、当時の人びとが

カマドにまつわる祭
さい

祀
し

やおまじないに使った可

能性も考えられます。　　　　（次頁につづく）
「方人」銘墨書土器（高台付坏）
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飛鳥・奈良・平安時代の大集落〜田面木遺跡〜

飛鳥時代の竪穴住居跡から出土した石製勾玉・管玉
左から、石製勾玉（2.9cm）、石製管玉（2.1cm）　　

奈良時代の遺構から出土した土製勾玉
左上（3.7cm）、中上（2.4cm）右上（2.0cm）　　
左下（2.4cm）、右下（2.8cm）

　田面木遺跡は馬淵川下流域右岸の丘陵上に所在

します。今回発掘調査を行った地点は、現在の八

戸工業高等専門学校と田面木小学校の間に位置し、

北東方向にある馬淵川に向かって下る緩斜面地で

す。調査原因は、長芋・ごぼう作付けに伴うもので、

平成 27 年度は 2,000 ㎡を調査しています。

　平成 27 年度の調査では、飛鳥時代の竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

１棟、奈良時代の竪穴住居跡３棟、平安

時代の竪穴住居跡 12 棟・竪
たて

穴
あな

遺
い

構
こう

18 棟、土
ど

坑
こう

８基、炉
ろ

跡
あと

２基がみつかりました。ここで

は竪穴状の遺構の中でも、カマドをもつもの

を竪穴住居跡、もたないものを竪穴遺構とし

て分類しています。

　時代ごとの竪穴住居跡の数から、この集落

が飛鳥時代にできはじめ、奈良時代にかけて

徐々に数を増やし、平安時代には飛躍的に多

くなっていることがわかります。

　また、飛鳥・奈良時代まではカマドをもつ

竪穴住居跡が大半を占めますが、平安時代に

はカマドをもたない竪穴遺構が多くつくられ

ます。これらは住居ではなく、何らかの作業

をする工房的な空間と考えることもできます。

集落の人口が増加した平安時代に、人びとの

生活や生業に変化があったのかもしれません。

勾
まが

玉
たま

管
くだ

玉
たま

　遺物は、土
は

師
じ

器
き

、須
す

恵
え

器
き

、土
ど

製
せい

品
ひん

（紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

・

鞴
ふいご

の羽
は

口
ぐち

・勾
まが

玉
たま

）、石
せき

製
せい

品
ひん

（砥
と

石
いし

・勾
まが

玉
たま

・管
くだ

玉
たま

）、

鉄製品（刀
とう

子
す

・鋤
すき

鍬
くわ

先
さき

・鎌
かま

・手
て

鎌
がま

・鉄
てつ

鏃
ぞく

・錫
しゃく

杖
じょう

状
じょう

鉄製品・鉄
てっ

滓
さい

）などが出土しています。

　特に注目される遺物として、飛鳥時代では

石製勾玉と管玉、奈良時代では土製勾玉、平

安時代には「墨書土器」があります。

　石製の勾玉・管玉は、八戸では、格の高い

人物への副葬品として、国指定史跡丹
たん

後
ご

平
たい

古

墳群から出土しているのが有名です。この集

落では最も規模の大きい竪穴住居跡から出土

しており、ここに住んだ人が他の人びとに対

して優越を示す威
い

信
しん

財
ざい

のような役割があった

のかもしれません。

　土製の勾玉は、竪穴住居跡から多くの土器

とともに複数みつかっています。奈良時代の

人びとが住居を廃棄する際に行った、祭祀に

使用した可能性が考えられます。

　これまで数多くの調査を行っている田面木

遺跡の中でも、「方人」墨書土器や石製勾玉・

管玉は、今回の調査で初めてみつかりました。

飛鳥・奈良・平安時代と営まれる田面木遺跡

の様相を研究する上で、貴重な資料となりま

した。　　　　　　　　　　　　（苧坪　祐樹）
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土坑内から出土する縄文土器
第 333 号土坑では、円筒土器が横倒しでつぶれたような状態で出土した。

円筒土器
第 333 号土坑で出土した土器。
同じ時期に使われた土器のセット。最大高（42.0cm）

縄文時代の大集落〜重
しけ

地
ち

遺跡〜

　重地遺跡は、八戸市庁から南東に 3.5km ほ

どの新井田地区に所在しています。新井田川

を西に臨む、標高 20 ～ 42m ほどの丘陵上に

立地し、縄文時代の集落遺跡として知られて

います。

　平成 13 年度に行われた発掘調査で、竪穴住

居跡 35 棟・土坑 309 基など多数の遺構が検

出され、縄文時代前期から後期まで約 4,000

年間の長期にわたり利用された遺跡であるこ

とがわかっています。

　平成 27 年度に長芋・ごぼうの作付けに伴い、

約 900 ㎡を発掘調査しました。その結果、竪

穴住居跡 11 棟、土坑 35 基を検出し、縄文土

器や石器が多数出土しました。

　竪穴住居跡は、円形や方形など様々な形が

あり、大きさは約 2.2m ～ 8m 以上までと幅が

あります。また、最大で 7 棟の竪穴住居跡が

重なりあっており、同じ場所を選んで繰り返

し住居を構築していたようです。出土した土

器の特徴から、これらの竪穴住居跡は縄文時

代前期後半のものであると考えられます。

　土坑は円形ないし楕円形で、最大規模のも

のは直径約 2.6m、深さ約 1.5m です。口が底

よりも狭い、理科の実験で使う三角フラスコ

に形が似ていることから、フラスコ状土坑と

呼ばれ、このタイプの土坑が多く検出されて

います。いくつかの土坑では、壊れが少ない

土器がまとまって出土しました。

　土坑などでまとまって出土する土器は、同

じ時期に使われていたセットと考えられるの

で、土器の時間的・地域的な変化を研究する

上でとても役にたちます。今回出土した土器

は、全て円
えん

筒
とう

土器と呼ばれるタイプで、細長

い筒状の形からその名がつけられました。円

筒土器の中でも比較的古いタイプのものがほ

とんどで、縄文時代前期後半に位置付けられ

ます。

　石器は石
せき

鏃
ぞく

、石
いし

匙
さじ

、尖
せん

頭
とう

器
き

、石
せき

斧
ふ

などが出

土したほか、クリやドングリといった堅果類

などの植物を加工する道具だったと考えられ

る磨
すり

石
いし

や敲
たたき

石
いし

、半
はん

円
えん

状
じょう

扁
へん

平
ぺい

打
だ

製
せい

石
せっ

器
き

が多く出

土しています。

　平成 13 年度の調査地点が長期間利用されて

いたのに対して、今回の調査地点でみつかっ

た遺構・遺物は縄文時代前期後半の比較的短

い期間に限定されます。同時期の集落の様子

がわかる調査事例となりました。

　　　　　　　　　　　　　　（西村　広経）
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外堀の構築方法解明〜八戸城跡〜

堀と調査区

　八戸城跡は、八戸市内丸に所在する江戸時代

の城跡を中心とする遺跡で、本丸（現在の三八

城神社・三八城公園・八戸市公会堂）と二の丸（八

戸市庁・南部会館・靇
おがみ

神社等）から構成されて

います。寛
かん

永
えい

6 年 (1629)、盛岡藩の代官所とし

て築城されたと伝えられ、寛
かん

文
ぶん

4 年 (1664) に八

戸藩が成立した際に、藩主の居城・藩庁と定め

られました。

　その後、明治 4 年 (1871) の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

によって

廃城となり、取り壊されるまで、八戸藩二万石の

居城として使用されました。

　平成 27 年度は、二ノ丸北側にあたる約 3,300

㎡の範囲を 6 月 18 日から 10 月 31 日まで調査

を実施しました。

　遺構は、外堀からしがらみ状遺構、柵
さく

列
れつ

4 条、

柱穴、平場から竪穴住居跡 ( 古代 ) ７棟、土坑

40 基 ( 古代 24 基、近世 16 基）、溝跡５条、お

とし穴 ( 縄文 )36 基、礎
そ

石
せき

建物跡１棟、掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物跡１棟、塀
へい

跡
あと

２条、性格不明遺構６基等が

検出されました。

　遺物は、陶磁器、土師器、木製品、杭 131 本、

銭貨、キセル、鉄製品等が出土しました。

　今回の調査では、八戸城の外堀跡の深さや構

築方法を確認することができました。堀底を検出

したことにより、現地表面から深さ 4.5 ｍ、二ノ

丸の屋敷地からの高低差が 14 ～ 15 ｍに及ぶこ

とが分かりました。また、堀の表面に粘土を貼っ

て保護する工法は、今回の調査区で初めて確認

されました。石垣を持たない土造りの城
じょう

郭
かく

である

八戸城がどのようにつくられ、維持されていたか

が分かる貴重な成果です。

　また、堀跡からは江戸時代の陶磁器とともに、

ものさし・下駄・漆塗の木製品・杭・柱材といっ

た木製遺物が出土しています。陶磁器は、17 世

紀中葉～後葉のもので、八戸藩が成立した時期

にあたり、外堀がつくられた時期をさぐる大きな

手がかりとなりました。　　　　　( 村木　淳 )

外堀の様子
左側が粘土を貼った表面。

土留め用の杭列（しがらみ状遺構）
縦方向に打ち込んだ杭の間を、横方向から小枝を組ませてつくる。

八戸城と堀の推定位置図

本丸

二ノ丸

堀跡堀跡

外堀

内堀

平成27年度
調査区
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平安時代の拠点的集落〜八
や

幡
わた

遺跡〜
　八幡遺跡は、八戸市の中心部から南西へ約

5.5km、馬淵川右岸の東から西に向かって傾斜す

る、標高６～ 20 ｍの低位段丘上に立地します。

遺跡範囲の現況は、大半を明治小学校の敷地が

占め、そのほかの場所は宅地・墓地となっていま

す。これまでの調査により、縄文時代・弥生時代・

古代・中世・近世の各時代の遺構・遺物が多数

検出される、長期にわたって利用された遺跡で

あることがわかっています。

　平成 27 年度の調査は 900 ㎡という狭い範囲

の中から、縄文時代の土坑墓１基・土坑 6 基、

時期不明の土坑 21 基、奈良・平安時代の竪穴

住居跡 13 棟、平安時代以降とみられる竪穴建物

跡 1 棟、溝 1 条、ピットなど多数の遺構を検出

しました。竪穴住居跡のうち最も多いのは平安

時代のもので、奈良時代の住居跡の一部を壊し、

新しい住居がつくられていることがわかりまし

た。さらに、調査区の中央を南北に走る幅約１ｍ、

長さ 34 ｍ以上の溝跡が平安時代の竪穴住居跡

を壊してつくられています。溝跡は調査区外に延

びることがわかっています。（横山　寛剛）

平成 27 年度是川遺跡出土品保存修理事業
　平成 23 年度に重要文化財に追加指定された是川中居遺跡の出土品について、欠損した部分の補

修や脆い部分の補強を毎年行っています。平成 27 年度は縄文土器 1 点、掘り棒 2 点、樹皮製容

器残欠 3 点、漆塗り弓 2 点、木製品 1 点を修理し、保存用の台座を作成しました。　　（横山　寛剛）

樹皮製容器残欠

①修理前の状態

③修理後の状態 ( 樹脂充填箇所を彩色 )

②修理中の状態 ( 欠損部に樹脂を充填 )

④資料を安置するための台座

➡

➡

➡

調査区の全景（上空から撮影）
調査原因は館公民館の建て替えによるもので、調査区＝旧公民館の敷地。
900 ㎡の中から多数の遺構がみつかった。
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特別展「漆と縄文人」

鉢形土器（彩文） 櫛のつくり 籃胎漆器
土器の表面に赤色と黒色系の漆で曲線文様
が描かれている。
縄文時代前期　福井県鳥浜貝塚出土
福井県立若狭歴史博物館蔵　高さ 8.8cm
重要文化財

櫛は、縄文時代早期の終わりからみられ、そ
の多くは櫛の歯を束ねて漆で固めて作られて
います。最新の分析により、糸まではっきり
と確認され、縛り方もわかりました。

ササなどを編み組みしたカゴに漆を塗った
容器です。
縄文時代晩期　石川県中屋サワ遺跡出土
金沢市教育委員会蔵　高さ 8.4cm
重要文化財

開催期間　7 月 25 日 ( 土 ) 〜９月 6 日 ( 月 )

開催期間　10 月 10 日 ( 土 ) 〜 11 月 23 日 ( 月 )

　開館から 5 年目の是川縄文館では、春季企画展「掘り day はちのへ」のほか、以下の特別展・
企画展を開催しました。
　特別展「漆と縄文人」は、是川遺跡に代表される縄文時代の漆文化を取り上げ、縄文人と漆と
の関わりについて紹介しました。東日本と北陸地方を中心に各地で発掘された漆塗りの優品を展
示し、最新の自然科学分析による成果を紹介しました。特別展のプレイベントとして縄文時代の
漆工芸技術についての考古学講座を開催したほか、特別展では見所を解説するギャラリートーク
と特別展考古学講座を開催しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （小久保　拓也）

　小川原湖周辺に広がる湖沼地帯で展開した、個性豊かな縄文文化を出土品とともに展示紹介し
ました。小川原湖周辺からは、旧石器時代の遺物が出土しており、続く縄文時代草創期から晩期
まで各時代を通じて遺跡が発見されていることから、人びとは湖沼地帯の豊かな資源を上手に利
用して生活していたことがわかります。また、小川原湖周辺には 30 箇所以上もの貝塚が発見され
ており、出土する貝類や骨から、以前は大きな内湾であり、今から約 4,000 年前の縄文時代後期
には海水がひき、太平洋側の砂丘にせき止められて、現在の湖の形になったと考えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小久保　拓也）

秋季企画展「小川原湖周辺の縄文文化」

深鉢形土器 鼻曲がり土面 粘土で縄文の手形・足形をつくろう
東北地方最大級の貝塚と考えられる二ツ森
貝塚からみつかった土器。突起の一つに顔
がつくられています。
縄文時代中期　七戸町二ツ森貝塚出土
高さ 30.3cm

曲がった鼻がつけられた土製の仮面です。
東北地方の太平洋側で５遺跡からみつかって
います。
縄文時代晩期　六ヶ所村上尾駮 (1) 遺跡出土
長さ 14cm

六ヶ所村大石平 (1) 遺跡や上尾駮 (1) 遺跡から
は手形や足形付きの土製品がみつかっていま
す。企画展イベントとして、幼児を対象に手形・
足形づくりを開催しました。
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遺物展示会場のようす

平成 27 年度八戸市遺跡調査報告会
　平成 27 年 11 月 14 日に、八戸市内の遺跡

発掘調査の主な成果を発表する遺跡調査報告

会を開催しました。今回は、市内外から約 70

名の参加がありました。報告会では、縄文時

代前期の重地遺跡（新井田地区）、飛鳥～平安

時代の田面木遺跡（田面木地区）、縄文時代～

古代～近世にまたがる八幡遺跡（館地区）、古

代・近世の八戸城跡（三八城地区）の調査成

果の報告を行いました。

　遺物展示会場では、重地遺跡の円筒土器や

石器、田面木遺跡の土師器や鉄製品、八幡遺

跡の灰釉陶器・ウシの骨、八戸城跡の外堀か

ら出土した木製品を展示しました。

　平成 19 年度から 27 年度までの遺跡調査報

告会の資料は、是川縄文館のホームページに

掲載していますので、是非ご覧ください。　 

（苧坪　祐樹）

是川遺跡の研究者たち　⑤山
や ま の う ち

内清
す が お

男
　山内は、縄文土器が出土する地層の層位学

的研究、土器の形・文様等からの型式学的研

究を応用し、日本全国の土器編年網を作り上

げた人です。

　彼は、明治 35 年、東京に生まれ、大正 11 年、

東京帝国大学理学部を卒業し、大正 13 年に東

北帝国大学医学部副手となっています。大正

15 年 4 月には、以前紹介した長
は

谷
せ

部
べ

言
こと

人
んど

とと

もに中居貝塚 ( 現一王寺 ( １) 遺跡 ) の発掘調

査を担当し、中居貝塚から出土した土器に長

谷部言人が初めて「円
えん

筒
とう

土器」と言う名前を

付けました。山内は円筒土器を詳しく研究し、

上下の地層から出土する円筒土器に大きな違

いがあることをつきとめ、上から出土する土

器を円筒上層式 ( 縄文時代中期 )、下から出土

する土器を円筒下層式 ( 縄文時代前期 ) としま

した。さらに文様等の違いから上層式を a・b

の 2 分類、下層式を a ～ d の 4 分類に細分し

ています。この方法と成果は現在でも、円筒

土器の編年の基礎となっています。

　大正 14 年には岩手県陸前気仙郡赤崎村 ( 現

大船渡市 ) 大
おお

洞
ほら

貝塚の調査を行い、ここから

出土した土器を基に縄文時代晩期の時期細分

を行っていますが、中居遺跡から出土した土

器も参考にして分類を行っています。

　また、昭和 11 年には是川遺跡を舞台に繰

り広げた「ミネルヴァ論争」がありました。

これは、雑誌ミネルヴァ誌上で喜
き

田
た

貞
さだ

吉
きち

( 東

北帝国大学 ) が、堀田遺跡の竪穴住居跡から

縄文土器とともに宋銭 ( 景
けい

徳
とく

元
がん

宝
ぽう

) が出土した

ことに注目し、他の縄文遺跡からも古銭が出

土していたため、東北地方北部では縄文時代

の生活が中世まで続いていたと主張したのに

対し、山内は縄文時代の終末は地域間でそれ

ほど違いがないと否定し、考古学史上に残る

大論争となったものです。この論争は、山内

による型式学と層位学に基づく土器編年研究

の一つの端緒となりました。　　( 村木　　淳 )
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熊野堂遺跡

試掘・確認調査

本調査

この地図の縮尺は 20 万分の 1ですよ！

遺跡名 調査 調査原因 調査期間 調査面積（㎡） 主な時代

市
内
遺
跡
発
掘
調
査
事
業

史跡根城跡 試掘調査 道路舗装工事及

び水みち整備

H27.4.21・4.24
19 

縄文・飛鳥・奈良・平安・中世

八戸城跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.4.27 ～ 5.1 62.4 縄文・弥生・古墳・近世・近代
前川目遺跡 試掘調査 個人住宅増築 H27.5.2 7.5 縄文
寺の上遺跡 試掘調査 太陽光発電設備 H27.5.12・5.13 30 縄文
沢ノ上遺跡第 1 地点 試掘調査 太陽光発電設備 H27.5.14 ～ 5.18 64.7 弥生 ､ 奈良 ､ 平安
天狗沢遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.5.29 ～ 6.1 4.58 縄文・平安
上野遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.6.16 20 縄文・平安・中世・近世
雷遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H27.6.16・6.17 24 縄文・平安
古玄中寺遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.6.23 10.25 縄文
館平遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H27.6.25 42 縄文・平安・中世
八戸城跡 試掘調査 駐車場整備工事 H27.6.26 ～ 7.1 45.9 縄文・弥生・古墳・近世・近代
市子林遺跡① 試掘調査 個人住宅建築 H27.7.8 24 縄文・古墳・奈良・平安・中世・近世
前堀 (1) 遺跡 試掘調査 太陽光発電設備 H27.7.29・7.30 140 縄文・平安
雷遺跡第 2 地点 工事立会 擁壁設置工事 H27.7.31・8.3 60 縄文・平安
熊野堂遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.8.17 3 縄文・奈良・平安
沢目遺跡第 1 地点 試掘調査 太陽光発電設備 H27.8.19・8.20 111.5 散布地 / 縄文
市子林遺跡② 試掘調査 個人住宅建築 H27.8.21 14 縄文・古墳・奈良・平安・中世・近世
櫛引遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.8.24 24 縄文・奈良・平安・中世・近世
上ノ沢遺跡 試掘調査 児童福祉施設建築 H27.8.26 68 縄文・奈良・平安
石手洗遺跡 試掘調査 範囲確認調査 H27.8.27 ～ 8.31 51.5 縄文
松長根遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.9.15 4 縄文
中居遺跡 R 区 試掘調査 範囲確認調査 H27.9.17・9.25 8 縄文
松ヶ崎遺跡 試掘調査 太陽光発電設備 H27.10.16・10.20 120 縄文・奈良・平安
駒ヶ沢遺跡第 2 地点 試掘調査 個人住宅建築 H27.10.16 38 縄文
雷遺跡② 試掘調査 個人住宅建築 H27.10.19 8 縄文・平安
新田遺跡 試掘調査 太陽光発電設備 H27.10.21 ～ 10.30 800 縄文・奈良
市子林遺跡③ 試掘調査 個人住宅建築 H27.10.29 8 縄文・古墳・奈良・平安・中世・近世
館平遺跡② 試掘調査 道路舗装工事 H27.11.2 60 縄文・平安・中世
市子林遺跡第 21 地点 試掘調査 共同住宅建築 H27.11.4 ～ 6・11 ～ 13 225 縄文・古墳・奈良・平安・中世・近世
土橋遺跡① 試掘調査 太陽光発電設備 H27.11.18・11.19 46.5 縄文
土橋遺跡② 試掘調査 太陽光発電設備 H27.12.10 65.75 縄文
咽平遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H27.12.16 8 縄文・奈良・平安
雷遺跡③ 試掘調査 集合住宅建築 H28.3.2 ～ 3.5 141.76 縄文・平安
蕪島遺跡 試掘調査 神社建築 H28.3.8 ～ 3.11 52.5 縄文・弥生
細越遺跡 試掘調査 個人住宅建築 H28.3.23 ～ 3.27 18 奈良・平安
市子林遺跡第 20 地点 本調査 個人住宅建築 H27.4.27 ～ 5.1 26.5 縄文・古墳・奈良・平安・中世・近世
八戸城跡第 34 地点 本調査 個人住宅建築 H27.5.18 ～ 6.9 280 縄文・弥生・古墳・近世・近代
重地遺跡第 6 地点 本調査 長芋・牛蒡作付 H27.5.12 ～ 6.30 900 縄文
田面木遺跡第 47 地点 本調査 長芋・牛蒡作付 H27.7.1 ～ 10.30 2,000 縄文・弥生・奈良・平安
林ノ前遺跡 本調査 自然崩壊 H27.9.1 ～ 10.30 357 縄文・平安・中世・近世
駒ヶ沢遺跡第 2 地点 本調査 個人住宅建築 H27.10.16・10.28 38.75 縄文
根城跡岡前館第 63 地点 確認調査 個人住宅建築 H27.4.23・4.24 60 縄文・飛鳥・奈良・平安・中世
根城跡岡前館第 64 地点 確認調査 駐車場整備及び

擁壁設置

H27.8.6・8.20
63.63 

縄文・飛鳥・奈良・平安・中世

受
託
事
業

八幡遺跡第 7 地点 本調査 公民館建替 H27.4.13 ～ 6.30 930 縄文・弥生・奈良・平安・中世・近世
八戸城跡 本調査 県道沼館三日町線整備 H27.6.17 ～ 10.31 3,300 縄文・弥生・古墳・近世・近代
新井田古館遺跡第 30 地点 本調査 太陽光発電設備          H27.7.13 ～ 8.17 238 縄文・奈良・平安・中世・近世
綣久保遺跡 本調査 下水道 H27.11.24 ～ 11.27 24 縄文
田面木遺跡第 48 地点 本調査 道路舗装工事 H27.11.17 ～ 12.11 300 縄文・弥生・奈良・平安


